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小崎昌業氏、高瀬恒一氏による推薦のことばと、小板文乃氏、愛知大学中日大師典編纂所所長・安部川川愛知大学現代中国学部教授の受賞の挨拶を紹介させていただきます。推薦の辞東亜同文書院記念基金記念賞
小坂文乃先生
東亜同文書院大学四二期
小崎昌業
『革命をプロデュースした日本人』を著した、小坂文乃先生を記念賞受賞の対象者として推薦します。小
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坂先生は、中国四千年の歴史を覆す、辛亥革命を導くに功のあった孫文先生に対し、多大の援助を与えた梅屋庄吉の 涯を表裏にわたり明らかにされ、
その持つ歴史的意義を強調されました。その内容は、
「君は兵
を挙げたまえ。我は財を挙げて支援す。」
と云うものでした。
幼少時から奇行に富む梅屋庄吉が中国や東南アジアを放浪し、香港で写真館を開いていた時、孫文に会い、共に中国の親善、東洋の興隆について全く所見を同じくし、
その実現の道程として、先ず大中華の革命
を遂行せんとする孫文先生の雄図と熱怠は、甚だしく庄古の壮心を感激せしめたので ります。広東生まれの孫文は、幼時からハワイ、広州、香港で学び
一八九五年の広州起義失敗から日・米・英へと
亡命し、更に、革命の拠点を日本に移し、犬養毅、宮崎泊天ら多く 同志との接触が始まります。孫文が結成した「中国革命同盟会」による一九二年一
O月の武昌蜂起成功の際、孫文は米国に在り、日本では庄古らが、
人・物・金の援助を続けていました。同年一二月、南京で孫文は臨時大総統に選出され、翠年一月一日中華民国を樹立しましたが、難問山積のため、清朝皇帝退位を条件に哀世凱に 統の地位を譲ったのであります
c
一九一三年二月、係文は、全国鉄路総弁として日本を公式訪問し、世話になった山田良政や近衛篤麿公ら
の墓参をしました。
ところが革命の同志宋教仁が安世凱の刺客に会い、哀による国民党一掃作戦が展開さ
れ、第二革命の幕が切って落とされました。孫文らは、
八月から二年八ヶ月にわたり日本の庄古邸に亡命し
寺小『し九九。
その際、姉に代わって孫文の秘書となった宋慶齢が多くの反対を押し切って孫文と結婚しました
が、これを取り仕切ったのは、梅屋トクでした。
一九一五年二月、日本は二十一ヵ条を中国に対して要求しましたが、反衰活動が全国に展開され、六月に
:iO [iiJ_x；川院記念報 VOL. 19 
哀は病没し、
その後の十二年間は、地方軍閥抗争時代に入り、係文は広州に軍政府を樹立し、北京・広州二
政府体制となりました。
一九一九年一月パリ講和会議、五月北京学生の五四運動
一九二四年北京でク
l
デ
ターが起き、鴻玉祥から孫文に政局指導を要請してきました。孫文は北京へ向かう途中、日本に立ち寄り、一一月二八日神戸高女で
「大アジア主義の演説｜｜欧米に制近、
H本はいずれを取
アジアに王道があるが、
るか」と孫文は獅子肌し、翌年一一一月一二日北京で病没しました。近代政治家の中で、孫文ほど日本と関係の深い人物は居りません。又中国・台湾双方において、革命家として、現代中国近代化の先駆者「国父」
の一評価を得ております。山峡ダム、幹線鉄道、道路網などの建設は、孫
文の近代国家建設の重要な柱でありました。孫文と日本の関係では、「革命運動の避難所・根拠地としての日本」が重要であり、九年間の在日亡命期間中に 革命勢力の結集、組織作り、資金集め、武掠 弾薬の調達等は、ほとんど全て日本で行われたもの す。「対日依存から対日批判への転換」は、係文 革命運動のは際が最初の清朝打倒から共和制国家・中華民国の樹立、そ て民主的な国家建設 ための軍閥との闘いへと変化するにつれ、列国からの援助を屡々要請しております。
一九一九年の始め頃まで、孫文は主として日本の政府
軍部・民間人から援助を受けることに努めています。「孫文に関わった人々」
のうち、最初の梅屋、萱野、宮
崎、山田兄弟の五人は、特に孫文に対して純粋な、私心 ない援助を与え 特筆すべき人々 す。梅屋庄吉は、革命運動の隠れた援助者として、極力名前が出ることを避け、あくまでも縁の下の力持ちに徹し、係文の革命資金 大部分を支えた実業家です。日活映画 創始者であ 、莫大な利益 ほとんど全てを孫文の革命運動に提供しております。ま 、係文の死後は銅像を凹体作 国の四カ所 寄贈して、時
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の総統蒋介石はじめ、日中両国の革命関係者に喜ばれています。庄吉の
「一切口外シテハナラズ」
とする陰徳の生波を明らかにする、小坂先生の論作は、難しい現今の日
中関係にすら曙光を与える程の功績があり、両国に於いて尚く評価されるものと考えます。
記念賞受賞挨拶
作家小坂文乃
皆様こんにちは。ただいま名仔ある東．州同文書院基金会から本当に大切な・貨をいただきまして
ありがと
うございます。中国とゆかりの深い東亜同文書院から貨をいただくことは本当に光栄に思っております。ありがとうございます。先ほど小崎様から詳しく梅屋庄吉のお話をい きましたけれども、私は梅屈庄土日の的日孫にあたります。梅屋庄士口は明治元年生まれですが、
ちょうど私はその一
OO
年後に生まれております。
梅屋陀古と係文先生の歴史は、近代
H中史の底に即日もれてしまった廃史でございます。
しかし昨今本当に議
もが隣国中国と向き合って かなくてはならないという小で、経済だけの繁がりではどう てもしっくりこない。そういう で日本人と中国人がお互いに助け合ってきた服史に光が当たるようになったのではないかと忠っております。日本では 文先生をお助けした日本人と弓えば白崎治天 非常に有名でございますけれど 、なかなかこの梅屋庄吉の名前が出て ませんでした それ 先ほどお話しいただいたように、梅原庄士口は本当に陰の人間として接していた彼の人生哲学も し、また「我のなしたることは孫文と我の盟約にてなせる
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なり
。
これを一切口外してはならず」という遺
言
を残しました
ので、その後戦
争
があったり、なかなか日
本
と中国
の国交が回復しないあいだは、私共
f孫はその造
言
を守って、こ
の交友関係を明
ら
かにしてまいり
ま
せんでした
。
しかし固交が回復しましたあとは、私の子元に
今
別抗されておりますこの歴史的な交流は、
日本と中国に
とって大引な大
事
な歴史なのではないかと
いうふうに思いまして、少しずつ学者の先生だとか、取材だとか
先生は
「金を出したなんていうのは大したことない」
の度に資料を公開することを始めました
。
なかなかそれでもご興味を持っていただけませんで、
なかなか論文も書い
ある
学
者の
て
、a
・377
よ
3
、
可し
ffbf
もしくは本も出していただけ ということが
二O
と言
われたこともございまして、
年以上続きました
。
私は手元にある資料を見る度に、
おかし
いな、
んな大事なことをどうしても
っ
とき
ちっ
と取り組んでいただけな
い
んだろうという思いがずっ
ござ
いました
。
それでも私の父と母も歴
代の中国大使の皆様には必ず私共の
資
料をお見せするということを
続けて
参
りました
。
その歴代の大使が中
国にお帰りになると外交部の
上のほうの立場になられ、
そして共産党の上の方連は梅崖庄土口と孫文
の交流 ．庇史を知っていただけるようになりました
。
そのことが
二O
O八年、胡錦出国家
主席が
一O年ぶりの、当時国家元首
と
して日本を
訪問された際に、
どういったプログラムにしようかと日本側、中国側
双方がいろいろ知恵を出した中で、
まず最初に
一OO
年前の孫文先生
『，
、ー
長並同文書院記念基金会授賞式
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と梅屋庄吉の交流の歴史を、現在の国家主席と当時の日本の稲田首相の二人が、孫文と梅屋庄吉の歴史の資料を見るところから訪日をスタートさせようという運びになりました。
ですから二
OO
八年、胡錦潟国家主
席が来日されました時もまず、私が今松本楼、父の小坂家が代々経営 ているというところにおりますが、そこに胡錦湾国家主席と福田首相 お迎えして、
」の歴史資料をお見せいたしました。
ただ二
OO
八年のその段階においても日本のマスコミは、松本楼で胡錦漬先生は何を百し上がったのかとか、
どんなワインを飲んだとか、そんな報道ばかりでございまして、私がすごい熱弁をふるって大変な歴史の資料をご覧になったというくだりは全部カットして報道されたりして、なかなか一般的 は孫文先生と栴屋庄吉のことは取り上げてい だけませんでした。そのような中で福岡一応首相が首相をお辞めになられたあと、もう一度あ資料をよく見たいということで私の家にいらっしゃって資料をご覧になりました。私がその説明 していたら、「小坂さん資料の説明がそれだけ きるんだったら本にしなさいよ」というふうに福田先生がおっしゃってくださいました。本にするということは全く私の頭の中になくて、
いつかこの大事な話は有名な作家の先生か、有名
な学者の先生が書いてくれるだろう 思っていたんですが、なかなか書いてい だけないという中で、
そうか、
私が書くと う選択もあるんだなとい ことで、福田先生のお言葉で私が曾祖父のことを 曾孫の立場 していろいろ家族で伝え聞い 話とかも ざ ますので、そういったものを交えながらこの本を書くに到りました。
ちょうど今年が辛亥革命一
OO
周年になります。長い間ご興味を持っていただけなかった中で、急にこの
ところ菅総理の所信表明演説とか外交演説 中に、辛亥革命一
OO
周年だとか梅屋庄吉という名前が出てま
いりました。驚 ているわけでございますけれども
一OO
年前の日本人と革命家孫文先生、あるいは係文
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先生だけではございません、
たくさんの皆さんが関わった中で、
日本人と中国人が心を一つにして協力し
合ったというこの歴史が、今年一年、
ちょうどいい機会でございますので、
日本と中国のあいだはどうして
も戦争という大きな大きな影がございましてそれがなかなか越えられないんですが、同じ歴史で言うならその少し前に、助け合ったいい歴史 あったんだということを、私は特に若い世代の人達に伝えていきたいと思っております。反日のデモなんかを見る度に梅屋庄吉の子孫としては心が痛むわけでございます。そういった中で私は、本も書きましたけれども、昨年上海万博がございまして、
そこで一週間だけでした
が日本館の隣の施設で、
「孫文と梅屋庄吉展」
という展示をさせていただきました。中国の一般の方達が上
海万博に皆さんいらしてたわけですが、
どうして自分達の凶父・革命の父である孫文のことを日本館で展示
してるのかと。
つまり孫文先生が日本にいらしたということも、今の一般の中国の方達は全然知らないわけ
ですね。そこでまず私は、上海の復旦大学、同済大学の皆さんの学生ボランティアを募っ 、まず学生さ達にこの歴史を学んでいただ て、ボランティアで運営を子伝ってもらいました。
一般の、何で孫文先生と
日本人の展示がこの日本のパビリオンにあるんだろう う方達に、
まず入口のところから、非常に係文先
生は にゆかり あった だよということの説明から始まって展示と映像でこの交流の歴史 ご紹介いたしました。そ 後北京などでも展示をいたしま 。そういうことをしてるあいだ 尖閣の問題 起こりまして、辛亥革命の場所である武漢 展示が少 延期にな ん すが、また年 明けて今年になりましてから、
やはり辛亥革命一
OO
周年だということで、今度は中国のほうが、自分達が主催して
「孫文と梅屋
庄吉展」をやりたいと、孫文先生の生まれ故郷である広東の中山市
そして孫文と梅屋圧士口が出会った香港
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などからも要請が来ております。子孫としてはこの交流の歴史を多くの方に伝えていけるのが財産です。悔
:,Ii 
屋庄士口は全部使い果たして何も資産が残ってないんですけれども、この交流の歴史を伝えていって、
日本と
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中国の方に少しで 何か心の中に温かいものを感じて ただければ、
それが私に残された財産じゃないかな
と思って、毎日ここのところ活動 お本日は本当にすばらしい貨をいただきまして、心から感謝いたしております。ありがとうございました。推薦の辞東亜同文書院記念基金記念賞愛知大学中日大 典編纂所殿
東亜同文書院大学四一期
高瀬恒一
一九三
0年代に東一山同文書院鈴木択郎先生ほか諸先生によって東出向文書院中間語教育のシンボルともい
うべき静典編纂が計画され、資料カ
lド約一四万枚が蒐集されましたが、書院は開校となり、
カードは接収
され断念のやむなきに歪りました。戦後カ
lド返還を受け編纂事業は愛知大学に承継され、制来、編集委員
長鈴木先生のもとで一九六八年『中
H大辞典』刊行、次いで同今泉先生のもとで一九八六年第二版刊行さ
らに同安部先生のもとで一
O
一O
年二月第三版が刊行されました。編纂所の諸先生が心血を注いだ結果、一一一
十年代 書院の鈴木先生らが掃いた一粒の艇は初版の刊行までに二．十五年、第一二版の川行までに実に七卜七
年の歳月を経て、今や見事に実を結ぶに至ったのであります。
大阪市立大学一元教侵宮田一郎君は書院四一期生、中同一語辞典を編纂し出版しておりますが、先般愛知大学での講演において宮田君は特に『中日大静典』を取り上げそれが他に類を見ない優れた静典であることを口パ
体的に明らか しました。
京都大学元教授尼崎雄二郎社は書院内凹則生、中国語立川韻・巾九州究・論一前の研究などで知られますが
辞典も編纂し山版しております。尾崎君はかつて私に辞典編纂はいかに労多くして報われること少なきものであるかを語ったことがあります。労多きこの編纂 業 献身的 取り組まれ、今日第三版の出版に至った中日大辞典編纂所安部倍先生はじめ諸先生の業績 、東亜の教育文化の交流と発展に寄与し以て東亜同文書院建学の精神を継承発揚することを目的とする東亜同文占院記念基金の極旨に合致するものでありここに 収組同文書院記念賞候補として推薦中し上げます。記念賞受賞挨拶
中日大辞典編纂所所長安部悟
本日はこのような栄えある記念賞をいただきまして、中日大辞典編纂所の代表としてお礼を中し上げます。先ほどの高瀬先生のお言葉にもありましたように、
一九二：二年に東亜同文苫院の川市語研究部で鈴木探郎先
生を中心として華日辞典の編纂が始まりました。話殻カ
1ドを娃集することから始まり、最終的には一間万枚
j英
手II
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k並同文書院記念基金会授賞式
ほどのカ
lドが作成されましたが、日本の敗戦で接収されました
。
その後
多
58 
くの万々 ご努
h
でそれらが反り、愛知大学で編纂を行うことになりまし
I司 :Z,' f院記念綴 VOL. Iリ
た
。本格的に編纂が開始されるのが
九五五年で、この時に華日辞典編集所
が設立されました
。
そこから与えますと
今
の中日大砕典編築所は五六年目
にユるわけで、
かなり長い庇史がございます
。
その中で六八年に初版を川
し、八六年には第
二版、八じ年には培訂第
二版という形で版を丞ねてまいり
ましたが
その小心となられた鈴木搾郎先生や今泉潤太郎先生
の
この間、
ご努力はもちろんのこと、本当に多く
の店々のご尽
h
、ご支援をいただいて
編纂作業を進めてまいりました
。
そして昨年、何とか第
一－
a版を山すことがで
き、私も非常に似しく思っておりますし、正
直
ほっとしております
“
この第
一一．版につきましては、
A
f考えられる孜
々
の
h
をすべてそ
の小に注
ぎ込んだつもりでおります
。辞古というのは厚さに制約がございまして、
あれ以上厚くすることはできませ
ん
。
Af
同の昨
HU
編纂の小で
一得時労しました 、前回の改訂以後新 い諸必が飛躍的に増えているという
ことです
。皆さんもご承知のように、改革開放路線以降の中国の変化は目まぐるしいものがございまして、
その中で中国語の諸問必もどんどん変化しております
。
その新しい訴訟をいかに取り込んでいくのか いう
の
が非常に大きな問題でありました
。
新しいものが出たのなら肯いものは除てたらいいというわけにはまいり
ません
。砕苦はやはりどうしても必要な語梨というのがございます
。
初版本で
言
いますと少し内い時代の訴
告がたくさん入っておりました。増訂第二版では、文化大革命中の語集がかなり含まれております。これらの一読ん誕をどのように残して新 い語設を入れていくのかというのが非常に難しいところでありまして、点につきましては編集主幹の今泉先生のご判断で、本当にきちっとした形、
つまり古いものでも残すべきも
のは残す、
どうしても必要な新しいものは入れるという考えのもと今回の第三版は作られております。
華日辞典編纂所は一九五五年にできておりますが、私も実は一九五五年生まれで、中日大辞典編纂所と同じ年を経てきており、これも何か ご縁かなと思っております。豊橋にございました編纂所が二
OO
一二年に
名古屋校舎のほうに移転いた まして、私はその時から所長をやらせ ただいております。ただ先ほども申し上げましたが、第三版 出版は編集主幹の今泉先生のお力に負うところが多いですし、今回はこれまでご尽力いただいた多く 方々を代表していただいたも と思っております。 れまで我々は、東回同文書院からの伝統をしっかり受け継いでやってきたつもりでおりますが、今回の受賞は、
」れからもその伝統を受
け継いでしっかり頑．張ってやっ いけという励ましのお言楽だろう 私は理解しております。米年から得一白川に移転することにな ますが、これまでの諸先輩方や多くの先生方のご努力を引き継いで
さらに発展した
もの していきたいと念じております。本日は誠にありがとうござ ました。
」，
の
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